
第2307号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2020年2月1日（2）

��������������������

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
1
月
19
日
、
ヒ
ル
ト
ン
東

京
で
の
杉
並
支
部
70
周
年
記
念
旗

開
き
は
1
9
2
人
の
組
合
員
・
家

族
と
来
賓
50
人
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

70
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
の
あ
と
開
会
し
、
大
戸
龍
雄

委
員
長
が
杉
並
で
公
契
約
条
例
制

定
が
迫
っ
た
こ
と
に
ふ
れ「
区
長
、

区
議
会
各
会
派
の
ご
理
解
・
ご
尽

力
に
拍
手
を
」
と
促
す
と
盛
大
な

拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
は
、
田
中
良
杉

並
区
長
、
羽
住
英
一
荻
窪
消
防
署

警
防
課
長
、
松
丸
一
雄
東
京
土
建

中
央
執
行
委
員
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
世
田
谷
の
佐
久
間
法
博
委
員

長
の
ほ
か
、
地
元
選
出
の
石
原
の

ぶ
て
る
衆
議
院
議
員
か
ら
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

乾
杯
後
歓
談
に
入
り
、共
産
党
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、公
明
党
、

自
民
党
、
立
憲
民
主
党
が
あ
い
さ

つ
。
そ
し
て
杉
並
建
設
労
組
、
杉

並
区
職
労
、
野
辺
秀
男
、
大
平
義

道
元
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
分
会
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
歌
手
・
永
山
こ
う
じ
）
、
豪

華
福
引
抽
選
も
盛
り
あ
が
り
、
最

後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

1
月
20
日
、
通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
ま

し
た
。
安
倍
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
を
持

ち
上
げ
た
り
、
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

は
「
改
革
を
実
行
す
る
」

と
語
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
身
内
の
優
遇
や
公
文

書
管
理
の
問
題
も
露
呈
し

た
「
桜
を
見
る
会
」
、
副

大
臣
の
汚
職
事
件
が
明
ら

か
と
な
っ
た
統
合
型
リ
ゾ

ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
事
件
、
公
職
選
挙
法
違
反

が
疑
わ
れ
て
辞
任
し
た
2
閣
僚
に
つ
い
て

の
言
及
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
憲
法
改
正
は
「
歴
史
的
使
命
」
だ

と
し
て
、
与
野
党
議
員
に
対
し
て
改
憲
案

を
だ
す
こ
と
が
国
会
議
員
の
責
任
だ
と
強

調
し
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

機
に
「
国
民
一
丸
と
な
っ
て
新
し
い
時
代

へ
と
踏
み
出
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
都
合
の
悪
い
こ
と

に
は
口
を
閉
ざ
し
、
そ
の
一
方
で
強
権
的

な
政
治
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
通
常
国
会
は
夏
に
東
京
都
知
事

選
挙
と
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
会
期
延
長
は
難
し
い
と
さ
れ
て
お

り
、
政
府
は
提
出
法
案
を
52
本
に
絞
り
、

予
算
案
や
年
金
制
度
改
革
な
ど
の
関
連
法

案
の
早
期
成
立
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
「
桜
を
見
る
会
」
、
Ｉ
Ｒ
事

件
、
公
職
選
挙
法
違
反
な
ど
国
会
で
疑
惑

の
解
明
が
望
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
真
摯
に
向
き
合
わ
な
い
安
倍
政
権
の

政
治
姿
勢
が
ま
ず
問
わ
れ
ま
す
。

安
倍
政
権
は
第
1
次
内
閣
も
含
め
た
通

算
在
職
日
数
で
歴
代
最
長
記
録
を
更
新
し

続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
事
態
は
長

期
政
権
だ
か
ら
起
こ
る
緩
み
だ
と
批
判
さ

れ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不
祥
事
や

疑
惑
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
果
た
さ

ず
、
世
間
の
関
心
が
薄
れ
る
の
を
待
つ
と

い
う
政
治
姿
勢
が
、
国
民
の
知
る
権
利
を

侵
害
し
て
い
る
と
と
も
に
政
治
不
信
を
助

長
さ
せ
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
は
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
夢
や
希
望
を

語
る
前
に
、
真
相
究
明
を
求
め
る
国
民
の

声
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
べ
き
で
す
。

石原議員（左）、田中区長（右から3人目）
も加わり勢いよく鏡開き

館内の説明を受ける土建板橋
災害救助隊のメンバー

【
板
橋
・
書
記
・
森
千
恵
子
記
】

板
橋
支
部
で
は
1
月
12
日
、
後
継

者
対
策
部
と
合
同
企
画
と
し
て
ソ

ナ
エ
リ
ア
見
学
を
行
な
い
、
バ
ス

2
台
で
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ソ
ナ
エ
リ
ア
に
向
か
う
途
中

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
を
車

窓
よ
り
見
学
。
選
手
村
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、駐
車
場
不
足
な
ど
で
、

毎
朝
最
寄
り
の
駅
か
ら
30
分
以
上

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
仲
間
の
証
言
を
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ソ
ナ
エ
リ
ア
で
は
、
大
地
震
後

の
72
時
間
生
き
残
り
体
験
と
し

て
、
何
が
起
こ
る
の
か
な
ど
解
説

を
受
け
な
が
ら
見
学
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
に
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
（
ト
イ
レ

・
ラ
ッ
プ
の
活
用
・
常
備
薬
の
確

保
な
ど
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

土
建
板
橋
災
害
救
助
隊
で
は
、

2
カ
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
災
害

時
救
助
の
た
め
の
講
習
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
参
加
者
か
ら
の
要

望
と
し
て
は
、
「
災
害
救
助
活
動

は
繰
り
返
し
の
訓
練
が
大
切
な
の

で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

講
習
を
繰
り
返
し
行
な
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
」「
見
学
・
体
験
学
習

も
交
互
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
飽

き
ず
に
参
加
で
き
て
い
い
の
で
は

な
い
か
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
昼
食
後
築
地
見
学
に
移
動
し

ま
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
更
地
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
市
場
を
車
窓
か

ら
見
学
し
、衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

国会に向けてコール

「
安
倍
9
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
」
を
掲
げ

月
例
19
日
の
国
会

前
行
動
は
、
2
0

2
0
年
最
初
の
1

月
は
日
曜
日
に
当

た
り
、
午
後
2
時

か
ら
行
な
わ
れ
、

1
7
0
0
人
の
市
民
が
集
結
し
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
1
0
0
0
人
委
員

会
」
の
藤
本
泰
成
さ
ん
は
「
安
倍

内
閣
は
閣
議
決
定
だ
け
で
自
衛
隊

の
中
東
派
兵
を
す
る
。
米
歴
代
政

権
は
イ
ス
ラ
ム
社
会
を
好
き
な
よ

う
に
か
き
回
し
て
き
た
。
米
と
の

軍
事
一
体
化
は
、
日
本
が
そ
の
こ

と
の
す
べ
て
に
付
き
合
う
と
い
う

こ
と
。
武
力
で
は
平
和
は
守
れ
な

い
」
と
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

立
憲
野
党
の
岸
真
紀
子
（
立

民
）
、
吉
良
佳
子
（
共
産
）
、
両

国
会
議
員
が
、
翌
日
か
ら
始
ま
る

通
常
国
会
で
は
自
衛
隊
の
中
東
派

兵
、
桜
を
見
る
会
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ

な
ど
の
問
題
で
安
倍
内
閣
を
徹
底

追
及
す
る
と
決
意
表
明
す
る
と
、

参
加
者
か
ら
激
励
の
大
き
な
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

発
言
す
る
津
田
副
委
員
長

品
川
区
で
の
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
は
1
月
22
日
、

区
第
3
庁
舎
で
行
な
わ

れ
、
組
合
側
か
ら
は
東
京

地
評
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
と

東
京
土
建
か
ら
品
川
支
部

の
津
田
副
委
員
長
、
小
島

書
記
ら
総
勢
12
人
、
品
川

区
側
か
ら
は
経
理
、人
事
、

総
務
課
の
課
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

「
自
治
体
が
発
注
す
る

公
共
工
事
や
公
共
調
達
、

民
間
委
託
・
指
定
管
理
者

制
度
の
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者

に
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
を
保

障
す
る
た
め
に
」
の
項
目
で
東
京

土
建
の
メ
ン
バ
ー
が
発
言
。
独
自

の
資
料
を
配
布
し
、
公
契
約
条
例

に
も
か
か
わ
る
、
最
低
制
限
価
格

制
度
の
対
象
金
額
の
引
き
下
げ
を

要
望
し
、
昨
年
7
月
に
大
井
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
場
工
事
現
場
で
実
施
し

た
賃
金
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
設
計
労
務
単
価
の
8
割
に
満
た

な
い
実
態
、
建
退
共
加
入
状
況
を

示
し
ま
し
た
。

区
側
は
、
今
後
の
検
討
と
必
要

な
確
認
を
行
な
う
と
述
べ
、
公
契

約
条
例
に
関
し
て
は
労
働
環
境
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト（
約
2
0
0
件
）

な
ど
の
分
析
も
進
め
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
と
し
ま
し
た
。

求

人７０
周
年
記
念
し
旗
開
き

７０
周
年
記
念
し
旗
開
き

改憲許さない
―国会前行動

杉並

「
公
契
約
制
定
に
ご
尽
力
を
」と

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
品
川

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
品
川

独
自
資
料
も
示
し
要
望

ソナエリアを見学
災害救助隊に役立てる

板
橋

国
会
で
疑
惑
の
徹
底
解
明
を


